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(54)【発明の名称】 平面表示装置

(57)【要約】        （修正有）
【課題】液晶表示装置の表示面の１行程度の案内のみを
表示する、いわゆるパーシャル表示を行う場合に、消費
電力を極力少なくすることができる平面表示装置を提供
する。
【解決手段】パーシャル表示において、非表示領域に属
するＴＦＴ６２の信号線６４に供給される信号線駆動回
路の画像信号Ｖsig及びゲート線６６に供給される走査
線駆動回路のゲート信号Ｖg及び対向基板に形成された
対向電極駆動回路の対向電圧を接地状態に固定して消費
電力を削減する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】互いに直交して配置される複数本の信号線
及び走査線と、この信号線と走査線との交点近傍にスイ
ッチング素子を介して配置される画素電極とを備えたア
レイ基板と、
前記アレイ基板と光変調層を挟んで配された対向基板
と、
を含んた表示セルと、
前記信号線に接続され、画像信号を供給する信号線駆動
回路と、
前記走査線に接続され、前記スイッチング素子をＯＮ状
態にして前記画像信号を前記画素電極に書き込むゲート
信号を供給する走査線駆動回路と、
前記対向基板に対向電圧を供給する対向電圧駆動回路
と、
を有する平面表示装置において、
前記表示セルの表示状態が画像の表示領域と非表示領域
とよりなる場合に、前記走査線駆動回路は、
前記表示領域に属するゲート線へ前記ゲート信号を供給
し、
前記非表示領域に属する少なくとも一部のゲート線は所
定の電圧状態に固定することを特徴する平面表示装置。
【請求項２】前記所定の電圧状態が、接地したときの電
圧状態であり、
前記走査線駆動回路は、前記接地状態のゲート線へＮフ
レーム毎に前記ゲート信号を供給することを特徴する請
求項１記載の平面表示装置。
【請求項３】前記所定の電圧状態が、開放したときの電
圧状態であり、
前記走査線駆動回路は、前記開放状態のゲート線へＮフ
レーム毎に前記ゲート信号を供給することを特徴する請
求項１記載の平面表示装置。
【請求項４】前記所定の電圧状態が、ゲート信号の下限
値の電圧を供給したときの状態であることを特徴する請
求項１記載の平面表示装置。
【請求項５】互いに直交して配置される複数本の信号線
及び走査線と、この信号線と走査線との交点近傍にスイ
ッチング素子を介して配置される画素電極とを備えたア
レイ基板と、
前記アレイ基板と光変調層を挟んで配された対向基板
と、
を含んた表示セルと、
前記信号線に接続され、画像信号を供給する信号線駆動
回路と、
前記走査線に接続され、前記スイッチング素子をＯＮ状
態にして前記画像信号を前記画素電極に書き込むゲート
信号を供給する走査線駆動回路と、
前記対向基板に対向電圧を供給する対向電圧駆動回路
と、
を有する平面表示装置において、 *

2
*前記表示セルの表示状態が画像の表示領域と非表示領域
とよりなる場合に、前記信号線駆動回路は、
前記表示領域に属するスイッチング素子には表示を行う
ための画像信号を供給し、
前記非表示領域に属するスイッチング素子には所定の電
圧状態の信号を供給することを特徴する平面表示装置。
【請求項６】前記所定の電圧状態が、接地したときの電
圧状態であることを特徴する請求項５記載の平面表示装
置。
【請求項７】前記所定の電圧状態が、前記信号線駆動回
路の電源電圧値を供給したときの状態であることを特徴
する請求項５記載の平面表示装置。
【請求項８】互いに直交して配置される複数本の信号線
及び走査線と、この信号線と走査線との交点近傍にスイ
ッチング素子を介して配置される画素電極とを備えたア
レイ基板と、
前記アレイ基板と光変調層を挟んで配された対向基板
と、
を含んた表示セルと、
前記信号線に接続され、画像信号を供給する信号線駆動
回路と、
前記走査線に接続され、前記スイッチング素子をＯＮ状
態にして前記画像信号を前記画素電極に書き込むゲート
信号を供給する走査線駆動回路と、
前記対向基板に対向電圧を供給する対向電圧駆動回路
と、
を有する平面表示装置において、
前記表示セルの表示状態が画像の表示領域と非表示領域
とよりなる場合に、前記対向基板駆動回路は、
前記表示領域に対応する対向基板の位置へ表示を行うた
めの対向電圧を供給し、
前記非表示領域に対応する対向基板の位置は所定の電圧
状態に固定することを特徴する平面表示装置。
【請求項９】前記所定の電圧状態が、接地したときの電
圧状態であることを特徴する請求項８記載の平面表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、例えば携帯電話等
に使用されるアクティブマトリクス型液晶表示装置等の
平面表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】最近の携帯電話の普及は著しく、また、
その表示される内容も多岐に及んできているため、携帯
電話に使用される液晶表示装置も白黒画面からカラー画
面に変化してきている。
【０００３】ところで、一般に液晶モジュールの消費電
力は、階調信号を作る抵抗やオペアンプ回路のバイアス
電流のように常に一定の電流が消費される静的消費電力
と、パネル負荷に流れる電流のように変化したときだけ
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電流が消費され、負荷容量と駆動周波数で表される動的
消費電力の和として表される。
【０００４】そして、液晶表示装置においては、液晶の
駆動方式が動的消費電力を決定し、また、ゲートドライ
バの回路構成が静的消費電力を決定すると考えられてい
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上記における携帯電話
の待ち受け時間等においては、液晶表示装置の表示面の
１行程度の案内（アンテナや時刻表示）のみ表示する、
いわゆるパーシャル表示が行われている。このパーシャ
ル表示を液晶モジュールに表示する際、従来は、情報の
ない非表示領域にも常にゲートドライバからのゲート信
号がゲート線に供給されており、上記で説明した動的電
力を消費していた。また、ゲートドライバもその内部に
設けられているレベルシフト回路等に静的電力が常時消
費されていた。
【０００６】しかしながら、携帯電話の使用時間及び待
ち受け時間を多くするには、液晶表示装置で消費される
電力を極力少なくする必要があり、上記のような静的消
費電力及び動的消費電力も削減する必要がある。
【０００７】そこで、本発明は、パーシャル表示を行う
場合に、消費電力を極力少なくすることができる平面表
示装置を提供するものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、互い
に直交して配置される複数本の信号線及び走査線と、こ
の信号線と走査線との交点近傍にスイッチング素子を介
して配置される画素電極とを備えたアレイ基板と、前記
アレイ基板と光変調層を挟んで配された対向基板と、を
含んた表示セルと、前記信号線に接続され、画像信号を
供給する信号線駆動回路と、前記走査線に接続され、前
記スイッチング素子をＯＮ状態にして前記画像信号を前
記画素電極に書き込むゲート信号を供給する走査線駆動
回路と、前記対向基板に対向電圧を供給する対向電圧駆
動回路と、を有する平面表示装置において、前記表示セ
ルの表示状態が画像の表示領域と非表示領域とよりなる
場合に、前記走査線駆動回路は、前記表示領域に属する
ゲート線へ前記ゲート信号を供給し、前記非表示領域に
属する少なくとも一部のゲート線は所定の電圧状態に固
定することを特徴する平面表示装置である。
【０００９】請求項２の発明は、前記所定の電圧状態
が、接地したときの電圧状態であり、前記走査線駆動回
路は、前記接地状態のゲート線へＮフレーム毎に前記ゲ
ート信号を供給することを特徴する請求項１記載の平面
表示装置である。
【００１０】請求項３の発明は、前記所定の電圧状態
が、開放したときの電圧状態であり、前記走査線駆動回
路は、前記開放状態のゲート線へＮフレーム毎に前記ゲ
ート信号を供給することを特徴する請求項１記載の平面
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表示装置である。
【００１１】請求項４の発明は、前記所定の電圧状態
が、ゲート信号の下限値の電圧を供給したときの状態で
あることを特徴する請求項１記載の平面表示装置であ
る。
【００１２】請求項５の発明は、互いに直交して配置さ
れる複数本の信号線及び走査線と、この信号線と走査線
との交点近傍にスイッチング素子を介して配置される画
素電極とを備えたアレイ基板と、前記アレイ基板と光変
調層を挟んで配された対向基板と、を含んた表示セル
と、前記信号線に接続され、画像信号を供給する信号線
駆動回路と、前記走査線に接続され、前記スイッチング
素子をＯＮ状態にして前記画像信号を前記画素電極に書
き込むゲート信号を供給する走査線駆動回路と、前記対
向基板に対向電圧を供給する対向電圧駆動回路と、を有
する平面表示装置において、前記表示セルの表示状態が
画像の表示領域と非表示領域とよりなる場合に、前記信
号線駆動回路は、前記表示領域に属するスイッチング素
子には表示を行うための画像信号を供給し、前記非表示
領域に属するスイッチング素子には所定の電圧状態の信
号を供給することを特徴する平面表示装置である。
【００１３】請求項６の発明は、前記所定の電圧状態
が、接地したときの電圧状態であることを特徴する請求
項５記載の平面表示装置である。
【００１４】請求項７の発明は、前記所定の電圧状態
が、前記信号線駆動回路の電源電圧値を供給したときの
状態であることを特徴する請求項５記載の平面表示装置
である。
【００１５】請求項８の発明は、互いに直交して配置さ
れる複数本の信号線及び走査線と、この信号線と走査線
との交点近傍にスイッチング素子を介して配置される画
素電極とを備えたアレイ基板と、前記アレイ基板と光変
調層を挟んで配された対向基板と、を含んた表示セル
と、前記信号線に接続され、画像信号を供給する信号線
駆動回路と、前記走査線に接続され、前記スイッチング
素子をＯＮ状態にして前記画像信号を前記画素電極に書
き込むゲート信号を供給する走査線駆動回路と、前記対
向基板に対向電圧を供給する対向電圧駆動回路と、を有
する平面表示装置において、前記表示セルの表示状態が
画像の表示領域と非表示領域とよりなる場合に、前記対
向基板駆動回路は、前記表示領域に対応する対向基板の
位置へ表示を行うための対向電圧を供給し、前記非表示
領域に対応する対向基板の位置は所定の電圧状態に固定
することを特徴する平面表示装置である。
【００１６】請求項９の発明は、前記所定の電圧状態
が、接地したときの電圧状態であることを特徴する請求
項８記載の平面表示装置である。
【００１７】本発明の平面表示装置において、表示セル
の表示状態が画像の表示領域と非表示領域よりなるパー
シャル表示において、その消費電力を少なくする構成に
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ついて説明する。
【００１８】走査線駆動回路における消費電力を少なく
するために、表示領域に属するゲート線へは、ゲート信
号を通常と同様に供給し、非表示領域に属する少なくと
も一部のゲート線は、接地状態、開放したときの状態、
または、ゲート信号の下限値の電圧を供給した状態に固
定する。
【００１９】なお、接地状態または開放状態にするとき
には、Ｎフレーム毎に、その非表示領域に属するゲート
線に通常のゲート信号を供給させる。これは、非表示領
域では、スイッチング素子の保持電圧が足りないため、
ソース電極側からの画像信号が漏れ込み、表示不良とな
るのを防止するためである。
【００２０】次に、パーシャル表示における信号線駆動
回路の消費電力を削減する構成について説明する。
【００２１】表示領域に属するスイッチング素子には表
示を行うための画像信号を供給し、非表示領域に属する
スイッチング素子には、接地したときの状態、または、
信号線駆動回路の電源電圧値を供給したときの状態等の
信号を供給する。
【００２２】次に、パーシャル表示における対向基板駆
動回路における消費電力を削減する構成について説明す
る。
【００２３】表示領域に対応する対向基板の位置へ表示
を行うための対向電圧を供給し、非表示領域に対応する
対向基板の位置には、例えば接地した状態の電圧状態に
固定するものである。
【００２４】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施例の液晶表
示装置１０について説明する。この液晶表示装置１０
は、携帯電話に用いられるものである。
【００２５】図１は、液晶表示装置１０の全体を表すブ
ロック図である。
【００２６】以下、この図に基づいて液晶表示装置１０
の構成を説明する。
【００２７】液晶表示装置１０は、液晶セル１２と、ソ
ースドライバ１４と、ゲートドライバ１６と、液晶セル
１２を照明するＬＥＤランプ１８と、電源ＩＣ２０とよ
り構成されている。
【００２８】（電源ＩＣ２０の構成）電源ＩＣ２０は、
携帯電話の本体から供給される直流電源Ｖccが入力す
る。なお、この直流電源Ｖccは、ソースドライバ１４の
ソースロジック電源及びゲートドライバ１６のゲートロ
ジック電源にもなる。
【００２９】電源ＩＣ２０は、入力した直流電源Ｖccを
ＤＣ／ＤＣ変換を行い、ソースドライバ１４にソースド
ライバ電圧Ｖ２（５Ｖ）を供給する。また、ゲートドラ
イバ１６に、ゲート電圧の下限値であるＶGL（－８．２
５Ｖ）を供給し、上限値であるＶGH（１６．５Ｖ）も供
給する。さらに、ＬＥＤランプ１８の電源も供給する。
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【００３０】（ソースドライバ１４の構成）ソースドラ
イバ１４の構成について説明する。
【００３１】このソースドライバ１４は、携帯電話の本
体制御部であるＣＰＵによって制御される。その内部に
は、システムインターフェース２０、データレジスタ２
４、表示ＲＡＭ２６、出力ラッチ２８、レベルシフト３
０、Ｄ／Ａコンバータ３１、ＬＣＤドライバ３２を有し
ている。
【００３２】また、システムインターフェース２２から
は、アドレスレコーダ・アドレスコントローラ３４、ア
ービター３６が接続されている。コマンドデコーダ３８
も設けられている。
【００３３】レベルシフト３０とＤ／Ａコンバータ３１
との間には、γ補正回路４８が設けられている。
【００３４】さらに、ゲートドライバ１６を制御するゲ
ートドライバコントロール４０、電源ＩＣ２０をコント
ロールする電源ＩＣコントロール４２、液晶セル１２の
対向基板の対向電圧Ｖcomを制御するためのＶ－ＣＯＭ
回路４４、Ｖ－ＣＯＭドライバ４６が設けられている。
【００３５】そして、これらゲートドライバコントロー
ル４０、出力ラッチ２８、電源ＩＣコントロール４２、
Ｖ－ＣＯＭ回路４４、レベルシフト３０を制御するのが
タイミングコントローラ５０であり、発信回路５０のタ
イミングパルスによって動作する。
【００３６】（ゲートドライバ１６の構成）ゲートドラ
イバ１６の構成について説明する。
【００３７】ゲートドライバ１６は、シフトレジスタ５
４、制御回路５６、出力回路５８を有し、レベルシフト
６０からの信号によって動作する。そして、レベルシフ
ト６０は、ゲートドライバコントロール４０によって制
御される。
【００３８】（液晶セル１２の構成）液晶セル１２は、
ソースドライバ１４からの画像信号Ｖsigと、ゲートド
ライバ１６からのゲート信号Ｖgによって動作するもの
であり、１４４×３（ＲＧＢ）×１７６の画素を有し、
それぞれ内部には薄膜トランジスタ（以下、ＴＦＴとい
う）６２が設けられている。
【００３９】図２は、液晶セル１２と、ソースドライバ
１４と、ゲートドライバ１６の出力部分の回路状態を示
したものである。
【００４０】液晶セル１２には、上記したように１４４
×３本の信号線６４が設けられ、それと直交するように
１７６本のゲート線６６が設けられている。そして、こ
の交差部分の近傍には、ＴＦＴ６２が設けられ、ＴＦＴ
６２のソース電極が信号線６４に接続され、ゲート電極
がゲート線６６に接続されている。ドレイン電極には、
画素電極が接続され、液晶６３を挟んで、対向電圧Ｖco
mがかけられる状態となっている。
【００４１】信号線６４には、信号線６４に画像信号Ｖ
sigを供給するために前記したソースドライバ１４のＬ
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7
ＣＤドライバ３２が接続され、このＬＣＤドライバ３２
には、図２に示すようなＣＭＯＳよりなるスイッチング
素子６８が接続されている。すなわち、画像信号Ｖsig
はこのスイッチング素子６８を経て信号線６４に供給さ
れる。
【００４２】ゲート線６６は、ゲートドライバ１６の出
力回路５８に接続され、出力回路５８内部にもＣＭＯＳ
よりなるスイッチング素子７０が設けられ、ゲート信号
Ｖgはこのスイッチング素子７０を介してゲート線６６
に供給される。
【００４３】ところで、液晶セル１２の対向基板に対向
電圧Ｖcomを供給する方法として、下記の３つがある。
【００４４】第１の方法は、対向基板全体に同一の電圧
をかける方法である。第２の方法は、表示ライン毎に電
圧をかける方法である。第３の方法は、各画素毎に異な
る電圧をかける方法である。
【００４５】本実施例の場合には、第３の方法を採用
し、各画素毎に異なる電圧をかけている。そのために、
ソースドライバ１４のＶ－ＣＯＭドライバ４６には、各
画素に対応してスイッチング素子７２が設けられてい
る。そして、対向電圧Ｖcomはこのスイッチング素子７
２を介して供給される。
【００４６】信号線６４を供給するスイッチング素子６
８は、入力端子側が信号供給側と接地側とに切り替えが
可能であり、また、このスイッチング素子６８自身を駆
動するための電源ＶcsをＯＮ／ＯＦＦできる構成になっ
ている。そして、このスイッチング素子６８の各切り替
え及びＯＮ／ＯＦＦは、図１におけるスイッチＳＷＳに
よって行い、その指示はタイミングコントローラ５０に
よって行う。
【００４７】ゲート信号Ｖgを供給するスイッチング素
子７０は、その入力端子側がゲート信号Ｖgを供給する
信号供給側と、接地側に切り替え可能であり、また、こ
のスイッチング素子７０自体を駆動するための直流電源
ＶcgをＯＮ／ＯＦＦできる構成になっている。スイッチ
ング素子７０の切り替え及びＯＮ／ＯＦＦは、図１にお
けるスイッチＳＷＧによって行い、その指示はタイミン
グコントローラ５０によって行われる。
【００４８】対向電圧Ｖcomを供給するスイッチング素
子７２の入力端子側は、対向電圧Ｖcomを供給する信号
供給側と、接地側に切り替え可能であり、また、このス
イッチング素子７２自体を駆動するための直流電源Ｖct
をＯＮ／ＯＦＦできる構成になっている。スイッチング
素子７０のＯＮ／ＯＦＦ及び切り替えは、図１における
スイッチＳＷ５によって行い、その指示はタイミングコ
ントローラ５０によって行う。
【００４９】（パーシャル表示における駆動方法）以
下、液晶セルを表示領域及び非表示領域に分けて表示す
るパーシャル表示における駆動方法を図２から図４に基
づいて説明する。
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【００５０】図２の回路図においては上下２段のＴＦＴ
６２が描かれているが、これは液晶セル１２の一部分を
描いたものであり、ここで、上段のＴＦＴ６２は表示領
域に属するものとし、下段のＴＦＴ６２は非表示領域に
属するものとする。また、図３は、パーシャル表示をし
たときの液晶セル１２の概念図であり、ゲート信号Ｖg1
が表示領域のものであり、ゲート信号Ｖg2が非表示領域
のものを表している。図４は、そのタイミングチャート
である。
【００５１】１．ソースドライバ１４の駆動方法
スイッチング素子６８は、画像信号Ｖsigが供給される
と、上段のＴＦＴ６２には、画像信号Ｖsigを供給する
必要があるため、入力端子を信号入力側に切り替える。
一方、下段のＴＦＴ６２には画像信号Ｖsigを供給する
必要がないため、このＴＦＴ６２に信号を供給しようと
しているタイミングでは、入力端子を接地側に切り替え
る。これによって、画像を表示するＴＦＴ６２にのみ画
像信号Ｖsigが供給され、画像を表示しないＴＦＴ６２
は接地状態となるため、消費電力を削減できる。
【００５２】なお、この変形例としては、画像を表示し
ないＴＦＴ６２に画像信号Ｖsigを供給しようとしてい
るタイミングで、スイッチング素子６８のＯＮ／ＯＦＦ
のスイッチをＯＦＦ状態にすることにより、直流電源Ｖ
csを供給しないようにすると、同様に消費電力を削減す
ることができる。
【００５３】２．ゲートドライバ１６における駆動方法
ゲートドライバ１６における駆動方法については４種類
説明する。
【００５４】（１）第１の駆動方法
表示領域に属する上段のＴＦＴ６２には、ゲート信号Ｖ
g1を供給する必要があるため、スイッチング素子６８は
信号供給側に入力端子を切り替える。これによって、Ｔ
ＦＴ６２にはゲート信号Ｖg1が供給される。
【００５５】また、非表示領域に属する下段のＴＦＴ６
２にはゲート信号Ｖg1を供給する必要がないため、スイ
ッチング素子７０の入力端子を接地側に切り替える。こ
れによって、ゲート線６６にはゲート信号Ｖg1が供給さ
れず消費電力を削減することができる。
【００５６】但し、この駆動方法においては、非表示領
域のＴＦＴ６２の保持電圧が足りないため、ソース電極
側からの画像信号Ｖsigが漏れ込み表示不良となる場合
がある。そこで、図４に示すように、任意のフレーム毎
（例えば、Ｎフレーム毎）に一度だけこの非表示領域に
属するＴＦＴ６２にもゲート信号Ｖg1を供給してその表
示不良を防止する。
【００５７】（２）第２の駆動方法
第２の駆動方法において、表示領域に属するＴＦＴ６２
については第１の駆動方法と同様である。
【００５８】非表示領域に属するＴＦＴ６２には、ゲー
ト信号Ｖgを供給する必要がないため、スイッチング素
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子６８を信号入力側及び接地側にも切り替えず開放状態
とする。
【００５９】これにより、ゲート線６６はハイインピー
ダンスに固定され、その結果、ゲート線には入力がなく
なり動的消費電力を最低限に抑えることができる。
【００６０】但し、この場合にもＮフレーム毎に１度だ
けゲート信号Ｖgを供給して、表示不良を防止する。
【００６１】（３）第３の駆動方法
第３の駆動方法において、表示領域に属するＴＦＴ６２
は第１の駆動方法と同様である。
【００６２】非表示領域に属するスイッチング素子７０
に供給される直流電源Ｖcgを、ＯＦＦ状態とする。これ
により、ゲートドライバ１６の内部で消費される静的消
費電力を最低限に抑えることができる。
【００６３】但し、この場合においてもスイッチング素
子７０が開放状態となり、ゲート線６６がハイインピー
ダンスに固定されるため、ソース電極側からの信号の漏
れ込みにより、表示不良となる可能性もあるため、Ｎフ
レーム毎に１度だけゲート信号Ｖgを供給する。
【００６４】（４）第４の駆動方法
第４の駆動方法は、図２におけるスイッチング素子７０
の入力端子側が信号供給側と接地側とに切り替えられる
のでなく、信号供給側とゲート信号Ｖgの下限値ＶGLの
供給側に切り替えられるように構成されている。
【００６５】表示領域に属するＴＦＴ６２については第
１の駆動方法と同様である。
【００６６】非表示領域に属するスイッチング素子７０
については、ゲート信号Ｖgの下限値に固定する（例え
ば、－８．２５Ｖ）。
【００６７】この結果、ゲート線６６には交流成分がな
くなるため、動的消費電力を最低限に抑えることができ
ると共に、ＴＦＴ６２はＯＮ状態で保持されるため、第
１～第３の駆動方法のようにＮフレーム毎にゲート信号
Ｖgを供給する必要もない。
【００６８】３．対向電圧Ｖcomの供給方法
対向電圧Ｖcomにおいても、表示領域に属する対向基板
の画素部分にはスイッチング素子７２を信号供給側に切
り替えて対向電圧Ｖcomを供給する。
【００６９】また、非表示領域に属する画素部分に対応
する対向基板には、スイッチング素子７２の入力端子を
接地側に切り替えるか又はスイッチング素子７２へ供給
する駆動電源ＶctをＯＦＦ状態にすることによって、対*

10
*向電圧Ｖcomの供給を停止し、消費電力を抑えることが
できる。
【００７０】そして、上記の信号線、ゲート線及び対向
基板に供給する信号の各駆動方法を組み合わせることに
よって、より確実に消費電力を削減することが可能とな
る。
【００７１】したがって、携帯電話のように消費電力を
極力抑える必要がある液晶表示装置１０においては、上
記の駆動方法が最適なものとなる。
【００７２】（変更例）非表示領域において、表示領域
と隣接するゲート線６６を、接地状態又は開放状態にす
ると、その境界部分でクロストークが発生する可能性も
ある。
【００７３】そのため、非表示領域において、表示領域
と隣接するゲート線６６には、通常と同様にゲート信号
Ｖgを供給する。そして、このゲート信号Ｖgを供給して
いる次のゲート線６６から、接地状態又は開放状態の駆
動方法を行ってもよい。
【００７４】
【発明の効果】以上により本発明の平面表示装置である
と、信号線駆動回路、走査線駆動回路及び対向電圧駆動
回路のパーシャル表示における消費電力を最低限に削減
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】液晶表示装置の全体のブロック図である。
【図２】液晶表示装置の回路の要部を示す回路図であ
る。
【図３】パーシャル表示を示す平面図である。
【図４】本実施例の駆動方法におけるタイミングチャー
トである。
【符号の説明】
１０  液晶表示装置
１２  液晶セル
１４  ソースドライバ
１６  ゲートドライバ
２０  電源ＩＣ
６４  信号線
６６  ゲート線
６８  スイッチング素子
７０  スイッチング素子
７２  スイッチング素子
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